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	背景
	この遺伝子によってコードされるタンパク質は、プロテインキナーゼCの基質です。細胞膜に局在し、アクチンフィラメントを架橋するタンパク質です。プロテインキナーゼCによるリン酸化、またはカルシウム-カルモジュリンとの結合により、アクチンおよび細胞膜との結合が阻害され、細胞質中に存在します。このタンパク質は、細胞運動、貪食、膜輸送、および有糸分裂誘発に関与していると考えられています。[RefSeq提供、2008年7月],機能：MARCKSは、プロテインキナーゼCの最も重要な細胞基質です。このタンパク質は、カルモジュリン、アクチン、およびシナプシンと結合します。MARCKSは、フィラメント状の（F）アクチン架橋タンパク質です。,PTM：PKCによるリン酸化により、MARCKSは膜から排除されます。また、F-アクチン架橋活性を阻害します。,類似性：MARCKSファミリーに属します。,
	研究分野
	Fc ガンマ R を介した貪食作用;
	画像データ
	

	MARCKS（リン酸化Ser163）抗体を用いたパラフィン包埋ヒト脳の免疫組織化学染色。右の写真はリン酸化ペプチドでブロッキングした状態。

